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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御チャネル受信方法であって、
　基地局からのユーザ装置固有の識別情報を、ユーザ装置が受信する受信ステップと、
　候補制御チャネルの組の構成パラメータを、事前に設定された構成に従ってユーザ装置
が取得する取得ステップであり、前記構成パラメータは前記候補制御チャネルの組の集約
レベルを含む、取得ステップと、
　前記構成パラメータ及び前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを前
記ユーザ装置が決定する決定ステップと、
　前記アンテナ・ポートを使用することによって、前記基地局からの制御チャネル又は制
御チャネル要素を前記ユーザ装置が受信する受信ステップであり、前記制御チャネルは拡
張された物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）であり、前記制御チャネル要
素は拡張された制御チャネル要素（Ｅ－ＣＣＥ）である、受信ステップと
を備える、制御チャネル受信方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記構成パラメータは、前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルに対応する検索領
域における第１の制御チャネル要素のシーケンス番号をさらに含み、
　前記構成パラメータ及び前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを前
記ユーザ装置が決定する前記決定ステップは、
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　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記
ユーザ装置固有の識別情報とに従って前記アンテナ・ポートを前記ユーザ装置が決定する
決定ステップを含む、
　方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、
　前記構成パラメータ及び前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを前
記ユーザ装置が決定する前記決定ステップは、
　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記
ユーザ装置固有の識別情報と、前記アンテナ・ポートと前記候補制御チャネルの組の前記
集約レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置との
間に事前に定義されたマッピング関係とに従って前記アンテナ・ポートを前記ユーザ装置
が決定する決定ステップを含む、
　方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記ユーザ装置固有の識別情報は無線ネットワーク一時識別情報（ＲＮＴＩ）である、
　方法。
【請求項５】
　制御チャネル送信方法であって、
　候補制御チャネルの組の構成パラメータを、事前に設定された構成に従って基地局が取
得する取得ステップであり、前記構成パラメータは前記候補制御チャネルの組の集約レベ
ルを含む、取得ステップと、
　前記ユーザ装置に対応するユーザ装置固有の識別情報を前記基地局が取得する取得ステ
ップと、
　前記取得された構成パラメータ及び前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・
ポートを前記基地局が決定する決定ステップと、
　前記アンテナ・ポートを使用することによって、前記ユーザ装置に制御チャネル又は制
御チャネル要素を前記基地局が送信する送信ステップであり、前記制御チャネルは拡張さ
れた物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）であり、前記制御チャネル要素は
拡張された制御チャネル要素（Ｅ－ＣＣＥ）である、送信ステップと
を備える、
　制御チャネル送信方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、
　前記構成パラメータは、前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルに対応する検索領
域における第１の制御チャネルのシーケンス番号をさらに含み、
　前記構成パラメータ及び前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを前
記基地局が決定する前記決定ステップは、
　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記
ユーザ装置固有の識別情報とに従って前記アンテナ・ポートを前記基地局が決定する決定
ステップを含む、
　方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、
　前記構成パラメータ及び前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを前
記基地局が決定する前記決定ステップは、前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと
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、前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルに対応する前記検索領域における前記第１
の制御チャネル要素の前記位置と、前記ユーザ装置固有の識別情報と、前記アンテナ・ポ
ートと前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルに対応する前記検索領域における前記
第１の制御チャネル要素の前記位置との間に事前に定義されたマッピング関係とに従って
前記アンテナ・ポートを前記基地局が決定する決定ステップを含む、
　方法。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれか１項に記載の方法であって、
　前記ユーザ装置固有の識別情報は無線ネットワーク一時識別情報（ＲＮＴＩ）である、
　方法。
【請求項９】
　ユーザ装置であって、
　候補制御チャネルの組の構成パラメータを事前に設定された構成に従って取得するよう
に構成された取得ユニットであり、前記構成パラメータは前記候補制御チャネルの組の集
約レベルを含む、取得ユニットと、
　基地局からのユーザ装置固有の識別情報を受信するように構成された受信ユニットと、
　前記取得ユニットによって取得された前記構成パラメータ及び前記受信ユニットによっ
て受信された前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを決定するように
構成された決定ユニットと、を備え、前記受信ユニットは、
　前記決定ユニットによって決定された前記アンテナ・ポートを使用することによって、
前記基地局からの制御チャネル又は制御チャネル要素を受信するようにさらに構成され、
前記制御チャネルは拡張された物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤＣＣＨ）であり
、前記制御チャネル要素は拡張された制御チャネル要素（Ｅ－ＣＣＥ）である、ユーザ装
置。
【請求項１０】
　請求項９に記載のユーザ装置であって、
　前記構成パラメータは、前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルに対応する検索領
域における第１の制御チャネル要素のシーケンス番号をさらに含み、
　前記決定ユニットは、前記取得ユニットによって取得された前記構成パラメータ及び前
記受信ユニットによって受信された前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポ
ートを、以下の通り、
　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記
ユーザ装置固有の識別情報とに従って前記アンテナ・ポートを決定するように、
　決定するように構成された、
　ユーザ装置。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載のユーザ装置であって、
　前記決定ユニットは、前記取得ユニットによって取得された前記構成パラメータ及び前
記受信ユニットによって受信された前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポ
ートを、以下の通り、
　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記ユー
ザ装置固有の識別情報と、前記アンテナ・ポートと前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置との間に
事前に定義されたマッピング関係とに従って前記アンテナ・ポートを決定するように、
　決定するように構成された
　ユーザ装置。
【請求項１２】
　請求項９から１１のいずれか１項に記載のユーザ装置であって、
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　前記ユーザ装置固有の識別情報は無線ネットワーク一時識別情報（ＲＮＴＩ）である、
　ユーザ装置。
【請求項１３】
　基地局であって、
　候補制御チャネルの組の構成パラメータ及びユーザ装置に対応するユーザ装置固有の識
別情報を事前に設定された構成に従って取得するように構成された取得ユニットであり、
前記構成パラメータは前記候補制御チャネルの組の集約レベルを含む、取得ユニットと、
　前記取得ユニットによって取得された前記構成パラメータ及び前記取得ユニットによっ
て取得された前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポートを決定するように
構成された決定ユニットと、
　前記決定ユニットによって決定された前記アンテナ・ポートを使用することによって、
前記ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信するように構成された送信ユ
ニットであり、前記制御チャネルは拡張された物理ダウンリンク制御チャネル（Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨ）であり、前記制御チャネル要素は拡張された制御チャネル要素（Ｅ－ＣＣＥ）で
ある、送信ユニットと
を備える、基地局。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の基地局であって、
　前記構成パラメータは、前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルに対応する検索領
域における第１の制御チャネルのシーケンス番号をさらに含み、
　前記決定ユニットは、前記取得ユニットによって取得された前記構成パラメータ及び前
記取得ユニットによって取得された前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポ
ートを、以下の通り、
　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記
ユーザ装置固有の識別情報とに従って前記アンテナ・ポートを決定するように、
　決定するように構成された、
　基地局。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の基地局であって、
　前記決定ユニットは、前記取得ユニットによって取得された前記構成パラメータ及び前
記取得ユニットによって取得された前記ユーザ装置固有の識別情報に従ってアンテナ・ポ
ートを、以下の通り、
　前記候補制御チャネルの組の前記集約レベルと、前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置と、前記ユー
ザ装置固有の識別情報と、前記アンテナ・ポートと前記候補制御チャネルの組の前記集約
レベルに対応する前記検索領域における前記第１の制御チャネル要素の前記位置との間に
事前に定義されたマッピング関係とに従って前記アンテナ・ポートを決定するように、
　決定するように構成された
　基地局。
【請求項１６】
　請求項１３または１５に記載の基地局であって、
　前記ユーザ装置固有の識別情報は無線ネットワーク一時識別情報（ＲＮＴＩ）である、
　基地局。
【請求項１７】
　プログラムが記録されたコンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラムは、請求
項１から８のいずれか１項に記載の方法をコンピュータに実行させる、記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、通信分野に関し、特に制御チャネル・リソース送信方法、ユーザ装置、及び
基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロング・ターム・エボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴ
Ｅ）リリース８／９／１０の通信システムのダウンリンク送信において、ｅＮＢ（ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂａｓｅ：進化型ノードＢ）などの基地局は、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：物理ダウンリンク共有
チャネル）及び対応するＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：物理ダウンリンク制御チャネル）をスケジューリング結果に従っ
て各スケジュールされたユーザ装置に送信する。
【０００３】
　ＰＤＳＣＨは、スケジュールされたユーザ装置にｅＮＢによって送信されたデータを運
び、ＰＤＣＣＨは、対応するＰＤＳＣＨのスケジュール情報を運ぶ。スケジュール情報は
、ＵＥに割り当てられた物理チャネル・リソース、特に使用されるＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｅｃ　Ｓｃｈｅｍｅ：変調及び符号化方式）に関する情報など
を含む。サブフレームにおいて、すべてのスケジュールされたユーザ装置のＰＤＣＣＨは
一緒に多重化され、そして、ＰＤＣＣＨ領域において送信され、ＰＤＳＣＨは、ＰＤＳＣ
Ｈ領域において送信される。各ＰＤＣＣＨは、１／２／４／８個の制御チャネル要素（Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：ＣＣＥ）によって形成される。ＬＴＥ
リリース１０システムのさらなる発展型では、システム・パフォーマンスを改善するため
に、ＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ：複数ユーザ・マルチ入力マルチ出力）及び複数セル間の
協調をサポートする必要がある。これらの技術は、同時にスケジューリングされるユーザ
装置の数の増加につながる。しかし、ＰＤＣＣＨの容量は制限されており、このために１
つのサブフレームによってスケジューリングできるユーザ装置の数が制限される。したが
って、ＰＤＣＣＨは従来技術において拡張される。すなわち、拡張されたＰＤＣＣＨ、す
なわちＥ－ＰＤＣＣＨ（Ｅｎｈａｎｃｅ－Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：拡張された物理ダウンリンク制御チャネル）を送信するため
に、一部のリソースがもともとのＰＤＳＣＨ領域から分離される。一方、ＵＥは、ＤＭＲ
Ｓ（Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ：復調パイロット）
に基づいてＥ－ＰＤＣＣＨを復調することができ、これにより、ＰＤＣＣＨの容量及び同
時にスケジューリングされるユーザ装置の数が増加する。各Ｅ－ＰＤＣＣＨは、ＣＣＥに
類似する１／２／４／８個の論理要素によって形成され、論理要素は、Ｅ－ＣＣＥ（Ｅｎ
ｈａｎｃｅ－Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：拡張された制御チャネ
ル要素）と呼ばれる。
【０００４】
　従来技術において、Ｅ－ＰＤＣＣＨが送信された後、ユーザ装置は、チャネル推定を実
行するためにＤＭＲＳを使用し、Ｅ－ＰＤＣＣＨを復調する。この場合、基地局は、使用
される必要のあるＤＭＲＳアンテナ・ポート番号について、ユーザ装置に動的に通知する
ためにＰＤＣＣＨを使用する必要がある。しかし、Ｅ－ＰＤＣＣＨを運ぶサブフレームが
ＰＤＣＣＨを有していない場合、ユーザ装置は、Ｅ－ＰＤＣＣＨを復調及び受信するため
に使用されるＤＭＲＳアンテナ・ポート番号を取得することができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態は、制御チャネル・リソース送信方法、ユーザ装置、及び基地局を提
供し、これにより、ユーザ装置は、取得されたパラメータに従ってアンテナ・ポートを決
定することが可能になり、それによってユーザ装置は、基地局によって送信された制御チ
ャネル又は制御チャネル要素を正しく復調及び受信できることが保証される。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述の目的を達成するために、本発明の実施形態では以下の技術的解決策が使用される
。
【０００７】
　一態様によると、
　事前に設定されたプロトコル及び／又は基地局によって送信された上位レイヤ・シグナ
リングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得する取得ステップで
あり、上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するために使用される、取得
ステップと、
　構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定する決定ステップと、
　アンテナ・ポートを使用することによって、基地局によって送信された制御チャネル又
は制御チャネル要素を受信する受信ステップと
を含む制御チャネル・リソース送信方法が提供される。
【０００８】
　一態様によると、
　事前に設定されたプロトコル及び／又はユーザ装置に送信された上位レイヤ・シグナリ
ングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得する取得ステップであ
り、上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するために使用される、取得ス
テップと、
　取得された構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定する決定ステップと、
　アンテナ・ポートを使用することによって、ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネ
ル要素を送信するステップと
を含む制御チャネル・リソース送信方法が提供される。
【０００９】
　他の態様によると、
　事前に設定されたプロトコル及び／又は基地局によって送信された上位レイヤ・シグナ
リングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得するように構成され
た、第１取得ユニットであり、上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知する
ために使用される、第１取得ユニットと、
　取得ユニットによって取得された構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定する
ように構成された第１決定ユニットと、
　決定ユニットによって決定されたアンテナ・ポートを使用することによって、基地局に
よって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信するように構成された第１受
信ユニットと
を含むユーザ装置が提供される。
【００１０】
　他の態様によると、
　事前に設定されたプロトコル及び／又はユーザ装置に送信された上位レイヤ・シグナリ
ングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得するように構成された
第１取得ユニットであり、上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するため
に使用される、第１取得ユニットと、
　第１取得ユニットによって取得された構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定
するように構成された第１決定ユニットと、
　第１決定ユニットによって決定されたアンテナ・ポートを使用することによって、ユー
ザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信するように構成された第１送信ユニッ
トと
を含む基地局が提供される。
【００１１】
　本発明の実施形態で提供される制御チャネル・リソース送信方法、ユーザ装置、及び基



(7) JP 5955988 B2 2016.7.20

10

20

30

40

50

地局において、ユーザ装置は、事前に設定されたプロトコル又は基地局によって送信され
た上位レイヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取
得し、構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定し、アンテナ・ポートを使用する
ことによって、基地局によって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信し、
基地局は、アンテナ・ポートを決定するために同じ方法を使用し、アンテナ・ポートを使
用することによって、ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信する。この
ようにして、アンテナ・ポートを取得するためにユーザ装置に通知するために、基地局が
ＰＤＣＣＨを使用する必要がある従来技術とは異なり、本発明の実施形態では、各ユーザ
装置は、対応するパラメータを使用することによって、アンテナ・ポートを決定し、決定
されたアンテナ・ポートを使用することによって、制御チャネル又は制御チャネル要素を
送信及び受信することが可能になる。これによって、ユーザ装置が、基地局によって送信
された制御チャネル又は制御チャネル要素を正しく復調及び受信できることが保証される
。
【００１２】
　本発明の実施形態又は従来技術における技術的解決策についてより明確に記述するため
に、以下に、実施形態又は従来技術の記述に必要な添付図面を簡略的に紹介する。明らか
に、以下の記述における添付図面は、単に本発明の一部の実施形態を示しているにすぎず
、当業者は、創造的な労力なくこれらの添付図面から他の図を導き出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による制御チャネル・リソース送信方法を概略的に示すフロ
ーチャートである。
【図２】本発明の一実施形態による他の制御チャネル・リソース送信方法を概略的に示す
フローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態によるさらに他の制御チャネル・リソース送信方法を概略的
に示すフローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態によるさらに他の制御チャネル・リソース送信方法を概略的
に示すフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態によるユーザ装置を概略的に示す構造図である。
【図６】本発明の一実施形態による他のユーザ装置を概略的に示す構造図である。
【図７】本発明の一実施形態による基地局を概略的に示す構造図である。
【図８】本発明の一実施形態による他の基地局を概略的に示す構造図である。
【図９】本発明の一実施形態によるさらに他の基地局を概略的に示す構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の一実施形態の添付図面に関して、本発明の実施形態における技術的解
決策について明確かつ完全に記述する。明らかに、記述された実施形態は、本発明の実施
形態のすべてではなく一部分にすぎない。創造的な労力なく本発明の実施形態に基づいて
、当業者によって取得されるすべての他の実施形態は、本発明の保護範囲内にある。
【００１５】
　本発明の一実施形態は、制御チャネル・リソース送信方法を提供する。図１に示すよう
に、方法は、以下のステップを含む。
【００１６】
　Ｓ１０１。ユーザ装置が、事前に設定されたプロトコル及び／又は基地局によって送信
された上位レイヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータ
を取得する。
【００１７】
　上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するために使用される。
【００１８】
　事前に設定されたプロトコルは、ＬＴＥプロトコルなどの既存のよく知られたプロトコ
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ル、又は基地局及びユーザ装置の構成条件に従って新しく設定されるプロトコルであり得
ることに注意されたい。事前に設定されたプロトコルは、基地局及びユーザ装置の両方に
知られており、リソース送信が実行される前に一様に決定される。
【００１９】
　好ましくは、本発明のこの実施形態は、制御チャネルがＥ－ＰＤＣＣＨを含み、制御チ
ャネル要素がＥ－ＣＣＥを含むことを想定して記述されるが、これは、いかなる制限とし
て解釈されるものではない。
【００２０】
　制御チャネル要素は、既存のＬＴＥシステムにおけるＰＤＣＣＨのＣＣＥ（Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ：制御チャネル要素）であり得るか、又は制御チ
ャネル要素は、ＲＢ（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ：リソース・ブロック）、半分のＲ
Ｂ、又は他のサイズの制御チャネル要素など、他の単位を使用することによって測定され
得るが、本明細書では制限されない。
【００２１】
　さらに、構成パラメータは、基地局及びユーザ装置の両方によって知られ得、リソース
送信が実行される前に、一様に決定することができる。たとえば、ユーザ装置は、事前に
設定されたプロトコルに従って候補制御チャネルの組における集約レベル（ａｇｇｒｅｇ
ａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）を取得し得、集約レベルはＬによって表される。Ｌ＝１は、検
索領域における１番目のＥ－ＣＣＥの位置に対応する。集約レベルは事前に選択される。
ここでは、集約レベルＬ＝１が適用される。検索領域におけるＥ－ＣＣＥの位置は、事前
に選択されたＮ番目のＥ－ＣＣＥであり得、ここでＮは、たとえば１番目のＥ－ＣＣＥな
どＥ－ＣＣＥの総数以下であるように事前に定義される。他の例では、ユーザ装置は、ま
た、集約レベルＬ＝４に対応する検索領域においてＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号を取
得し得る。
【００２２】
　Ｌに対応する検索領域は、１以上のＥ－ＰＤＣＣＨを含むことは指摘する価値がある。
各Ｅ－ＰＤＣＣＨはＬ個のＥ－ＣＣＥを含み、基地局によってユーザ装置に割り当てられ
たＥ－ＰＤＣＣＨは、前述のＥ－ＰＤＣＣＨの１以上であり、Ｌ＝１、２、４、又は他の
値である。上記は、単に構成パラメータの２つのシナリオを列挙することを意図している
が、しかし、いかなる制限として解釈されるものではない。
【００２３】
　さらに、基地局は、また、上位レイヤ・シグナリングを使用することによって、ユーザ
装置に構成パラメータを通知し得る。たとえば、ユーザ装置は、候補制御チャネルの組に
おける集約レベルを取得するために上位レイヤ・シグナリングを使用し得、集約レベルは
Ｌによって表される。他の例では、ユーザ装置は、集約レベルＬ＝４に対応する検索領域
においてＥ－ＰＤＣＣＨの数を取得するために、上位レイヤ・シグナリングをさらに使用
し得る。他の例では、ユーザ装置は、候補制御チャネルの組に対応する物理チャネル・リ
ソースの位置を取得するために、上位レイヤ・シグナリングを使用し得る。上記は、単に
構成パラメータの２つのシナリオを列挙することを意図しているが、しかし、いかなる制
限として解釈されるものではない。
【００２４】
　Ｓ１０２。ユーザ装置は、取得した構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定す
る。
【００２５】
　さらに、基地局は、ユーザ装置によって学習される、Ｅ－ＣＣＥの位置とアンテナ・ポ
ートとのマッピング関係が基地局のものと一致することを保証するために、Ｅ－ＣＣＥの
位置とアンテナ・ポートとのマッピング関係を事前に定義する必要がある。
【００２６】
　Ｅ－ＣＣＥの位置は、Ｅ－ＣＣＥによって占められる物理チャネル・リソースの位置を
表していることに注意されたい。具体的には、物理チャネル・リソースは、複数のＲＢペ
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ア（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ　ｐａｉｒ：リソース・ブロック・ペア）に分割され
得、各リソース・ブロック・ペアは、１以上のＥ－ＣＣＥを運び得る。Ｅ－ＣＣＥの位置
は、リソース・ブロック・ペアにおいて、Ｅ－ＣＣＥによって占められる、物理チャネル
・リソースの位置であり得、又はすべての物理チャネル・リソースにおいて、Ｅ－ＣＣＥ
によって占められる、物理チャネル・リソースの位置であり得る。
【００２７】
　典型的に、構成パラメータは、候補制御チャネルの組における集約レベルに対応する検
索領域におけるＮ番目の制御チャネル要素の位置か、又は候補制御チャネルの組における
集約レベルに対応する検索領域における制御チャネルのＮ番目の制御チャネル要素の位置
であり得る。
【００２８】
　好ましくは、もし、集約レベルＬ＝１に対応する検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥ
の位置が、シーケンス番号０に対応するならば、ユーザ装置は、アンテナ・ポートが７で
あると決定する。もし、Ｌ＝１に対応する検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥの位置が
、シーケンス番号１に対応するならば、ユーザ装置は、アンテナ・ポートが８であると決
定する。ここで、参照信号アンテナ・ポート７及び参照信号アンテナ・ポート８は、相互
に直交及び擬直交であるアンテナ・ポートであり、これは特に、以下の式で表すことがで
きる。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ＝１，ｍ＝０）ｍｏｄ　４
］＋７
ここで、ＰｏｒｔＤＭＲＳは、参照信号アンテナ・ポート番号を表し、Ｌは、集約レベル
を表し、ｍは、集約レベルＬ＝１に対応する検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨを
表し、ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ＝１，ｍ＝０）は、集約レベルＬ＝１に対応
する検索領域における０番目のＥ－ＰＤＣＣＨにおける１番目のＥ－ＣＣＥのシーケンス
番号を表し、ｍｏｄは、モジュロ演算を表し、７は、参照信号アンテナ・ポートの開始シ
ーケンス番号を表し、ここでｍ≧０であり、Ｌ∈｛１、２、４、８｝などのように、Ｌ∈
｛１、２、４、又は他の値｝である。
【００２９】
　代替的に、ユーザ装置は、事前に選択されたチャネルの組における集約レベルＬ＝１に
対応する検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従って、参照信号アンテナ・ポー
トを決定する。Ｅ－ＣＣＥの位置と参照信号アンテナ・ポートとのマッピング関係は、ユ
ーザ装置によって学習される、Ｅ－ＣＣＥの位置と参照信号アンテナ・ポートとのマッピ
ング関係が、基地局のものと一致することを保証するために、事前に定義する必要がある
。
【００３０】
　代替的に、ユーザ装置は、また、候補制御チャネルの組における集約レベルＬ＝１に対
応する検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨにおける１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従
ってアンテナ・ポートを決定し得る。１番目のＥ－ＣＣＥの位置とアンテナ・ポートとの
マッピング関係は、ユーザ装置によって取得され、計算の基盤として使用される、Ｅ－Ｃ
ＣＥの位置とアンテナ・ポートとのマッピング関係が、基地局のものと一致することを保
証するために、事前に定義する必要がある。これはたとえば、以下の式によって表すこと
ができる。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ＝１，ｍ）ｍｏｄ　４］＋
７
ここで、ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ＝１，ｍ）は、集約レベルＬ＝１に対応す
る検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥのシーケンス番号を示
している。
【００３１】
　代替的に、ユーザ装置は、候補制御チャネルの組における集約レベルＬに対応する検索
領域における１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従って参照信号アンテナ・ポートを決定し得る
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。これは以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）ｍｏｄ　４］＋
７
ここで、ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）は、集約レベルＬに対応する検
索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥのシーケンス番号を表す。
【００３２】
　さらに代替的に、ユーザ装置は、候補制御チャネルの組における集約レベルＬに対応す
る検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従って参照信
号アンテナ・ポートを決定する。これはたとえば、以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ）ｍｏｄ　４］＋７
ここで、ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ）は、集約レベルＬに対応する検索領
域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥのシーケンス番号を表す。
【００３３】
　前述の方法において列挙された集約レベルＬ＝１は一例にすぎず、集約レベルは、Ｌ＝
２、４、８、又は他の値でもよいことに注意されたい。該方法で列挙された検索領域にお
ける１番目のＥ－ＣＣＥの位置は、また、検索領域における第２又は他のＥ－ＣＣＥの位
置であり得る。該方法において１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従って取得されたシーケンス
番号は、サブフレーム全体におけるＥ－ＰＤＣＣＨ送信に使用されるＥ－ＣＣＥのシーケ
ンス番号であり得るか、又はサブフレーム全体におけるプリコーディングする方法で送信
されるＥ－ＰＤＣＣＨの送信に使用されるＥ－ＣＣＥのシーケンス番号であり得るか、又
はＲＢペアにおけるＥ－ＰＤＣＣＨ送信に使用されるＥ－ＣＣＥのシーケンス番号、若し
くはＲＢペアにおいてプリコーディングする方法で送信されるＥ－ＰＤＣＣＨの送信に使
用されるＥ－ＣＣＥのシーケンス番号であり得、これは、本明細書において単に例として
の役割を果たすものであり、いかなる制限として解釈されるものではない。
【００３４】
　典型的に、ユーザ装置は、また、集約レベルＬ、及び／又は集約レベルＬに対応する検
索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍ、及び／又は候補制御チャネルの組に
対応する物理チャネル・リソースの位置に従って参照信号アンテナ・ポートを決定し得る
。たとえば、候補制御チャネルの組に対応する物理チャネル・リソースの位置は、候補制
御チャネルの組に対応する物理チャネル・リソースの１番目のＲＢの位置によって表され
、候補制御チャネルの組に対応する物理チャネル・リソースの１番目のＲＢの位置は、ｎ
＿ＲＢによって表され、参照信号アンテナ・ポートは、ｎ＿ＲＢに従って決定される。
【００３５】
　たとえば、ユーザ装置は、集約レベルＬに従って参照信号アンテナ・ポートを決定し、
これはたとえば、以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ｌｏｇ（Ｌ）ｍｏｄ　４］＋７
ここで、Ｌ∈｛１，２，４，８｝であり、ｌｏｇは、２を底とする対数を取ることを表し
、７は、アンテナ・ポートの開始シーケンス番号である。
【００３６】
　代替的に、ユーザ装置は、集約レベルＬに対応する検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨの
シーケンス番号ｍに従って参照信号アンテナ・ポートを決定し、これは以下の式で表し得
る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ｍ　ｍｏｄ　４］＋７
ここでｍ≧０である。
【００３７】
　代替的に、ユーザ装置は、候補制御チャネルの組に対応する物理チャネル・リソースの
位置に従って参照信号アンテナ・ポートを決定し、これは以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［ｎ＿ＲＢ　ｍｏｄ　４］＋７
ここで、ｎ＿ＲＢ≧０である。
【００３８】
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　さらに代替的に、ユーザ装置は、集約レベルＬ、及び集約レベルＬに対応する検索領域
におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍに従って参照信号アンテナ・ポートを決定し
、ＵＥは、対応する参照信号ポートを使用することによって、集約レベルＬに対応する検
索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨ上のすべてのＥ－ＣＣＥを受信し、これはたとえ
ば、以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［（ｌｏｇ（Ｌ）＋ｍ）ｍｏｄ　４］＋７
ここで、ｍ≧０、Ｌ∈｛１，２，４，８｝であり、ｌｏｇは、２を底とする対数を取るこ
とを表し、７はアンテナ・ポートの開始シーケンス番号である。
【００３９】
　さらに代替的に、ユーザ装置は、集約レベルＬ、集約レベルＬに対応する検索領域にお
けるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍ、及びｎ番目のＲＢの位置に従って参照信号アン
テナ・ポートを決定し、ＵＥは、対応する参照信号ポートを使用することによって、集約
レベルＬに対応する検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨ上のすべてのＥ－ＣＣＥを
受信し、これはたとえば、以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝［（ｌｏｇ（Ｌ）＋ｍ＋ｎ＿ＲＢ）ｍｏｄ　４］＋７
ここで、ｍ≧０、ｎ＿ＲＢ≧０、Ｌ∈｛１，２，４，８｝であり、ｌｏｇは、２を底とす
る対数を取ることを表し、７はアンテナ・ポートの開始シーケンス番号である。
【００４０】
　集約レベルＬに対応する検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍと参照信
号アンテナ・ポートとのマッピング関係は、ユーザ装置によって学習される、集約レベル
Ｌに対応する検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍと参照信号アンテナ・
ポートとのマッピング関係が、基地局のものと一致することを保証するために、事前に定
義する必要があることは指摘する価値がある。
【００４１】
　さらに、ユーザ装置は、また、前述の２つの例の両方において列挙された方法に従って
参照信号アンテナ・ポートを決定し得る。たとえば、ユーザ装置は、候補制御チャネルの
組における集約レベルＬに対応する検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨにおける１
番目のＥ－ＣＣＥの位置、集約レベルＬ、及び集約レベルＬに対応する検索領域における
Ｅ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍに従って参照信号アンテナ・ポートを決定し、これは
以下の式によって表し得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ］ｍｏｄ　４｝＋７
ここで、検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥの位置における
ｍの値は、検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍのｍの値と同じであり、
ｍ≧０であり、Ｌ∈｛１，２，４，８｝であり、ｌｏｇは、２を底とする対数を取ること
を表し、７はアンテナ・ポートの開始シーケンス番号であり、ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－

ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）は、集約レベルＬに対応する検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣ
ＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥのシーケンス番号を表す。
【００４２】
　上に列挙された式は、２つの例で言及した方法に従って、ユーザ装置がどのようにアン
テナ・ポートを決定するかを記述するための２つの例の組み合わせ方法にすぎず、これは
しかし、いかなる制限として解釈されるものではないことは指摘する価値がある。前述の
いかなる組み合わせ方法を使用することによって、アンテナ・ポートを決定するためのい
かなる方法は、本発明の保護範囲内にある。該方法において列挙される、Ｅ－ＣＣＥの位
置とアンテナ・ポートとのマッピング関係は、また、基地局に相互に知られた他の事前に
定義されたマッピング方法であり得、これはいかなる制限として解釈されるものではない
。
【００４３】
　Ｓ１０３。ユーザ装置は、アンテナ・ポートを使用することによって、基地局によって
送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信する。
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【００４４】
　典型的に、ユーザ装置は、制御チャネル要素がアンテナ・ポートを使用する状態に従っ
て、決定されたアンテナ・ポートを使用することによって、制御チャネル要素を受信する
ことができる。たとえば、すべての制御チャネル要素が同じアンテナ・ポートを使用する
とき、候補制御チャネルの組におけるＥ－ＣＣＥなど、すべての制御チャネル要素は、上
で計算したポートを使用することによって受信し得る。１つの集約レベルにおける制御チ
ャネル要素が同じアンテナ・ポートを使用するとき、アンテナ・ポートは、異なる集約レ
ベルに対して計算され得、各集約レベルに対応するポート上で、この集約レベルにおける
すべてのＥ－ＣＣＥを受信し得る。さらに、ｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨなどの各集約レベル
におけるｍ番目の制御チャネルにおいてすべての制御チャネル要素が同じアンテナ・ポー
トを使用するとき、アンテナ・ポートは、各集約レベルにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨ
に対して計算され得、そして、Ｅ－ＰＤＣＣＨ上のＥ－ＣＣＥは、各集約レベルにおける
ｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨに対応するアンテナ・ポートを使用することによって受信される
。Ｌ番目の集約レベルにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨにおけるすべての制御チャネル要
素が同じアンテナ・ポートを使用するとき、アンテナ・ポートは、また、Ｌ番目の集約レ
ベルにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨに対して計算され得、そして、Ｌ番目の集約レベル
におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨは、Ｌ番目の集約レベルにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣ
Ｈに対応するポートを使用することによって受信される。ここで、ｍは、この集約レベル
における制御チャネルの総数以下である。
【００４５】
　本発明のこの実施形態では、ユーザ装置によって、基地局によって送信された制御チャ
ネル又は制御チャネル要素を受信する受信ステップは、ユーザ装置によって、決定された
制御チャネルの検索領域におけるブラインド検出を実行するステップと、ユーザ装置の制
御チャネルを検出した後に制御チャネルを受信する受信ステップとを含み得ることに注意
されたい。また、制御チャネルを受信した後、ユーザ装置は、制御チャネルで運ばれた制
御シグナリングに従って、制御シグナリングにおいて示されたデータ・チャネルを使用す
ることによって、データを送受信し得ることが理解されるであろう。
【００４６】
　本発明のこの実施形態で提供される制御チャネル・リソース送信方法では、ユーザ装置
は、事前に設定されたプロトコル又は基地局によって送信された上位レイヤ・シグナリン
グに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得し、構成パラメータに従
ってアンテナ・ポートを決定し、該アンテナ・ポートを使用することによって、基地局に
よって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信し、基地局は、アンテナ・ポ
ートを決定するために同じ方法を使用し、該アンテナ・ポートを使用することによって、
ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信する。このようにして、アンテナ
・ポートを取得するためにユーザ装置に通知するために、基地局がＰＤＣＣＨを使用する
必要がある従来技術とは異なり、本発明のこの実施形態では、各ユーザ装置は、対応する
パラメータを使用することによって、アンテナ・ポートを決定し、決定されたアンテナ・
ポートを使用することによって、制御チャネル又は制御チャネル要素を送信及び受信する
ことが可能になる。これによって、ユーザ装置が基地局によって送信された制御チャネル
又は制御チャネル要素を正しく復調及び受信できることが保証される。
【００４７】
　本発明の他の実施形態では、制御チャネル・リソース送信方法が提供される。本実施形
態では、制御チャネルがＥ－ＰＤＣＣＨであり、制御チャネル要素がＥ－ＣＣＥであるこ
とが例として使用されているが、これはしかし、いかなる制限として解釈されるものでは
ない。図２に示すように、該方法は、以下のステップを含む。
【００４８】
　Ｓ２０１。ユーザ装置が、事前に設定されたプロトコル又は基地局によって送信される
上位レイヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得
する。
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【００４９】
　典型的に、ユーザ装置は、候補制御チャネルの組における集約レベル、及び集約レベル
に対応する検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのＮ番目のＥ－ＣＣＥを取得し得る。代替的
に、ユーザ装置は、集約レベルＬ、集約レベルＬに対応する検索領域におけるＥ－ＰＤＣ
ＣＨのシーケンス番号ｍ、又は候補制御チャネルの組に対応する物理チャネル・リソース
の位置を取得し得る。たとえば、１番目のＲＢペアのシーケンス番号は、Ｎ－ＲＢによっ
て表される。さらに代替的に、ユーザ装置は、事前に選択された集約レベルに対応する検
索領域又はＥ－ＰＤＣＣＨ上のｎ番目のＥ－ＣＣＥの位置を取得し、構成パラメータとし
て前述のパラメータのいくつかを取得し、ここでＮは、集約レベルに対応する検索領域に
おけるＥ－ＰＤＣＣＨ上のＥ－ＣＣＥの総数以下である。ｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨのシー
ケンス番号は一般的にｍであり、ｍ≧０であり、集約レベルＬに対応する検索領域におけ
るＥ－ＰＤＣＣＨの総数以下である。
【００５０】
　Ｓ２０２。ユーザ装置は、基地局によって送信されたセル固有の識別情報及び／又はユ
ーザ装置固有の識別情報を受信し、及び／又はユーザ装置によって事前に設定されたＲＢ
ペアを取得する。
【００５１】
　典型的に、セル固有の識別情報は、セルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：識別情報）など、ユ
ーザが属するセルのセル固有の識別情報であり得る。ユーザ装置固有の識別情報は、シグ
ナリングを使ってユーザ装置に通知される特定の識別情報Ｙ、又はＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：無線ネットワーク一時識別
情報）など他のユーザ装置固有の識別情報、又はＤＭＲＳシーケンスを生成するためにユ
ーザ装置によって使用される参照識別情報、又はＤＭＲＳシーケンスを生成するためにユ
ーザ装置によって使用されるスクランブル・コードＩＤであり得、ここで、ＤＭＲＳシー
ケンスは
　（外１）

に従って生成され、ここで、ｃｉｎｉｔは、シーケンス初期化シードであり、ｎＳは、タ
イム・スロットのシーケンス番号であり、Ｘは、参照識別情報であり、ｎＳＣＩＤは、ス
クランブル・コードＩＤである。上述の識別情報はすべて、ユーザ装置のために取得され
る特定の識別情報である。
【００５２】
　さらに、ＲＢペアの事前に設定されたシーケンス番号が、ユーザ装置によって知られて
おり、ユーザ装置から取り出される必要があるのみである。
【００５３】
　ステップＳ２０１とステップＳ２０２との間に順序関係はなく、Ｓ２０１は、Ｓ２０２
の前又は後に実行され得るか、又は２つのステップは同時に実行され得ることは指摘する
価値がある。
【００５４】
　Ｓ２０３。ユーザ装置は、構成パラメータ、及びセル固有の識別情報、及び／又はユー
ザ装置固有の識別情報、及び／又はＲＢペアのシーケンス番号に従ってアンテナ・ポート
を決定する。
【００５５】
　好ましくは、ユーザ装置は、構成パラメータ、及びセル固有の識別情報、及び／又はユ
ーザ装置固有の識別情報、及び／又はリソース・ブロック・ペアのシーケンス番号に従っ
てアンテナ・ポートを決定し、これらは、以下の式を使用することによってユーザ装置に
よって表され得る。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
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又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋ＲＮＴＩ］ｍｏｄ　４｝＋７
又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋ｃｅｌｌ＿ｉｄ］ｍｏｄ　４｝＋７
又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋ＲＢ＿ｉｄ］ｍｏｄ　４｝＋７
又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋Ｙ＋ｃｅｌｌ＿ｉｄ］ｍｏｄ　４｝＋７
又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋ｃｅｌｌ＿ｉｄ＋ＲＢ＿ｉｄ］ｍｏｄ　４｝＋７
又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋Ｙ＋ＲＢ＿ｉｄ］ｍｏｄ　４｝＋７
又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝｛［ＩｎｄｅｘｆｉｒｓｔＥ－ＣＣＥ（Ｌ，ｍ＝０）＋ｌｏｇ（Ｌ
）＋ｍ＋Ｙ＋ｃｅｌｌ＿ｉｄ＋ＲＢ＿ｉｄ］ｍｏｄ　４｝＋７
【００５６】
　典型的に、前述の式では、Ｙは、ユーザ装置固有の識別情報を表し、これは、ＲＮＴＩ
など、シグナリングを使ってユーザ装置に通知されるユーザ装置固有の識別情報、又はＤ
ＭＲＳシーケンスを生成するためにユーザ装置によって使用される参照識別情報、又はＤ
ＭＲＳシーケンスを生成するためにユーザ装置によって使用されるスクランブル・コード
ＩＤであり得る。ｃｅｌｌ＿ｉｄは、セル固有の識別情報である。ＲＢ＿ｉｄは、リソー
ス・ブロック・ペアのシーケンス番号である。
【００５７】
　ユーザ装置は、式に列挙した一部のパラメータのみを使用することによって参照信号ア
ンテナ・ポートを決定し得、上に列挙した方法は単なる例であり、いかなる制限として解
釈されるものではないことに注意されたい。
【００５８】
　典型的に、各ユーザ装置について、基地局は、ユーザ装置に対して１以上のリソースの
組を構成する。リソースの組は、局所的な（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ）リソースの組及び分散
された（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）リソースの組に分類される。１つのユーザ装置の１つ
の集約レベルに対応するＥ－ＰＤＣＣＨについて、Ｅ－ＰＤＣＣＨは、局所的なリソース
の組の異なる構成において１つの物理リソース・ブロックＰＲＢペアにおいて同じ開始位
置を有するが、異なる参照信号アンテナ・ポートを使用する。これにより、１つのＰＲＢ
ペア又は１つの同じリソースにおける異なるユーザの参照信号アンテナ・ポート間の衝突
を減らすことができる。具体的には、局所的なリソースの組の１つにおいて、ユーザ装置
に対応する参照信号アンテナ・ポートは、Ｉｎｄｅｘｓｅｔの関数であり得る。さらに、
関数のパラメータは、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ、Ｘ、Ｌ、及びｃｅｌｌ＿ｉｄの少なくとも１
つを含み得る。以下に例を示す。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）、又は
　（外２）
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、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（Ｌ）
）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×
Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ（２×
Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（Ｌ
））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７
【００５９】
　典型的に、１つのユーザ装置の１つの集約レベルに対応し、ＰＲＢペアに同じ開始位置
を有する局所的なＥ－ＰＤＣＣＨについて、異なるＸ値は、異なる参照信号アンテナ・ポ
ートに対応する。以下に例を挙げる。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（Ｘ）、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（Ｘ１，Ｘ２，．．．，ＸＨ）、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋
１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　
Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏ
ｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ
　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍ
ｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ
２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌ
ｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２
（Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋ｃｅｉｌ（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ　Ｎ
）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｃｅｉｌ
（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７
【００６０】
　典型的に、ＰＲＢペアの利用可能な参照信号アンテナ・ポートの数がＲであるとき、１
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つのＥ－ＰＤＣＣＨの局所的なリソースの組において、その集約レベルがＺ以上であるユ
ーザ装置のＥ－ＰＤＣＣＨは、１つの参照信号アンテナ・ポートに対応し、異なるユーザ
のＥ－ＰＤＣＣＨは、異なる参照信号アンテナ・ポートに対応し得、異なる参照信号アン
テナ・ポートの数はＲより小さい。
【００６１】
　さらに、１つのＥ－ＰＤＣＣＨの局所的なリソースの組において、その集約レベルがＴ
以上であるユーザ装置のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートは、参照信
号アンテナ・ポートの組１又は参照信号アンテナ・ポートの組２に属し、参照信号アンテ
ナ・ポートの組１又は２に含まれる参照信号アンテナ・ポートの数はＲより小さい。
【００６２】
　さらに、１つのユーザ装置について、Ｗ及び／又はＶの値が、当該集約レベルにおける
Ｅ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートを決定する。さらに、Ｗの値が、集
約レベルにおけるＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートが参照信号アンテ
ナ・ポートの組１又は２に属するかどうかを決定する。さらに、１つのユーザ装置につい
て、Ｖの値が、参照信号アンテナ・ポートの組から選択された参照信号アンテナ・ポート
が当該集約レベルにおけるＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートであるこ
とを決定し、Ｗ及びＶは、ユーザ装置の基地局によって構成された識別情報を示し、Ｉｎ
ｄｅｘｓｅｔ又はＸであり得る。
【００６３】
　具体的には、もし、ＰＲＢペアに含まれるＥ－ＣＣＥの数が４であるならば、Ｚの値は
４であり、Ｒの値は４である。１つのユーザ装置について、４より大きい集約レベルにお
けるＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートは、参照信号アンテナ・ポート
の組１又は２に属し、集約レベルはユーザ装置に対応する。対応する参照信号アンテナ・
ポートは、Ｗ及び／又はＶに従って決定される。
【００６４】
　オプション的に、参照信号アンテナ・ポートの組１は、｛参照信号アンテナ・ポート１
０７、参照信号アンテナ・ポート１０９｝を含み、かつ参照信号アンテナ・ポートの組２
は、｛参照信号アンテナ・ポート１０８、参照信号アンテナ・ポート１１０｝を含み、又
は参照信号アンテナ・ポートの組１は、｛参照信号アンテナ・ポート１０７、参照信号ア
ンテナ・ポート１１０｝を含み、かつ参照信号アンテナ・ポートの組２は、｛参照信号ア
ンテナ・ポート１０８、参照信号アンテナ・ポート１０９｝を含み、又は参照信号アンテ
ナ・ポートの組１は、｛参照信号アンテナ・ポート１０７、参照信号アンテナ・ポート１
０８｝を含み、かつ参照信号アンテナ・ポートの組２は、｛参照信号アンテナ・ポート１
０９、参照信号アンテナ・ポート１１０｝を含む。
【００６５】
　通常のサイクリック・プレフィックス・サブフレームについて、Ｓ＝４である。拡張さ
れたサイクリック・プレフィックス・サブフレームについて、Ｓ＝２である。Ｎは、ＰＲ
ＢペアにおけるＥ－ＰＤＣＣＨのＥＣＣＥの数であり、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥは、ＰＲＢペ
アにおけるＥ－ＰＤＣＣＨの開始Ｅ－ＣＣＥのシーケンス番号又はシーケンス番号情報で
ある。Ｉｎｄｅｘｓｅｔは、リソースの組のシーケンス番号又はシーケンス番号情報又は
リソースの組の特定のパラメータである。ｃｅｌｌ＿ｉｄは、セル固有の識別情報又は仮
想のセル固有の識別情報である。Ｌは、集約レベルである。Ｔは、ＰＲＢペアに含まれる
ＥＣＣＥの数である。
【００６６】
　Ｘは、ユーザ装置固有のパラメータを表し、ＲＮＴＩ（無線ネットワーク一時識別情報
）などのユーザ装置固有の識別情報、又はＤＭＲＳシーケンスを生成するためにユーザ装
置によって使用される参照識別情報、又はＤＭＲＳシーケンスを生成するためにユーザ装
置によって使用されるスクランブル・コードＩＤ、又は制御チャネルの検索領域に対応す
るＣＣＥの位置を生成するための初期設定パラメータＹｋであり得、Ｙｋ＝（Ａ・Ｙｋ－

１）ｍｏｄ　Ｄであり、その意味は、３ＧＰＰ　３６．２１３　Ｖ１０．６．０（物理チ
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Ｈ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）」に詳述されており、Ｙｋの式の特定
の形は、３ＧＰＰ　３６．２１３の新しいバージョンの定義の更新に従って更新され得る
。Ｘ１、Ｘ２、及びＸＨは、上に記載したＸの識別情報の特定の例であり、Ｈは２以上で
ある。
【００６７】
　典型的に、表１から表４は、参照信号アンテナ・ポートを選択するための具体的な方法
を記載している。サポートされる異なる集約レベルに応じて、参照信号アンテナ・ポート
の選択は、表の特定の行の中にあり得る。表１に示すように、第１ユーザ装置の第１集約
レベル１について、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＝ｅのとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対して選択される
参照信号アンテナ・ポートは１０７であり、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＝ｆのとき、Ｅ－ＰＤＣ
ＣＨに対して選択される参照信号アンテナ・ポートは１０８であり、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ

＝ｇのとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対して選択される参照信号アンテナ・ポートは１０９であ
り、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＝ｋのとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対して選択される参照信号アンテ
ナ・ポートは１１０である、というように続く。ここで、ｅ、ｆ、ｇ、及びｋは、たとえ
ば、０、１、２、３、及び４の任意の１つの値など、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥの特定の値であ
る。
【００６８】
【表１】

【００６９】
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【００７０】
【表３】

【００７１】
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【表４】

【００７２】
　Ｓ２０４。ユーザ装置は、アンテナ・ポートを使用することによって、基地局によって
送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信する。
【００７３】
　好ましくは、ユーザ装置が、候補制御チャネルの組又はＥ－ＰＤＣＣＨにおける検索領
域における１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従って参照信号アンテナ・ポートを決定するとき
、対応するＥ－ＰＤＣＣＨ又はＥ－ＣＣＥは、対応する信号ポートに従って受信し得る。
【００７４】
　典型的に、ユーザ装置が、候補制御チャネルの組における集約レベルＬ＝１に対応する
検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従ってアンテナ・ポートを決定するとき、
候補制御チャネルの組におけるすべてのＥ－ＣＣＥは、アンテナ・ポートを使用すること
によって受信され得る。
【００７５】
　ユーザ装置が、候補制御チャネルの組における集約レベルＬ＝１に対応する検索領域に
おけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従ってアンテナ・ポートを
決定するとき、候補制御チャネルの組における各集約レベルにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣ
ＣＨは、ｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨに従って決定されたアンテナ・ポートを使用することに
よって別々に受信され得る。
【００７６】
　前述の復調方法とこの方法との違いは、集約レベルＬに対応する検索領域におけるＥ－
ＰＤＣＣＨが、異なるアンテナ・ポートに対応し得ることであることに注意されたい。
【００７７】
　ユーザ装置が、候補制御チャネルの組における集約レベルＬに対応する検索領域におけ
る１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従ってアンテナ・ポートを決定するとき、候補制御チャネ
ルの組における集約レベルＬにおけるすべてのＥ－ＣＣＥは、集約レベルＬに対応するア
ンテナ・ポートを使用することによって別々に受信し得る。
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【００７８】
　ユーザ装置が、候補制御チャネルの組における集約レベルＬに対応する検索領域におけ
るｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨの１番目のＥ－ＣＣＥの位置に従ってアンテナ・ポートを決定
するとき、候補制御チャネルの組における集約レベルＬにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨ
上のすべてのＥ－ＣＣＥは、集約レベルＬにおけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨに対応するア
ンテナ・ポートを使用することによって受信され得る。
【００７９】
　好ましくは、ユーザ装置が、集約レベルＬ及び／又は集約レベルＬに対応する検索領域
におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍに従ってアンテナ・ポートを決定するとき、
対応するＥ－ＰＤＣＣＨ又はＥ－ＣＣＥは、アンテナ・ポートに従って受信され得る。
【００８０】
　典型的に、ユーザ装置が、集約レベルＬに従ってアンテナ・ポートを決定するとき、集
約レベルＬにおけるすべてのＥ－ＣＣＥは、集約レベルＬに対応するアンテナ・ポートを
使用することによって受信され得る。
【００８１】
　ユーザ装置が、集約レベルＬに対応する検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス
番号ｍに従ってアンテナ・ポートを決定するとき、集約レベルＬに対応する検索領域にお
けるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨ上のすべてのＥ－ＣＣＥは、対応するアンテナ・ポートを使
用することによって受信され得る。
【００８２】
　ユーザ装置が、集約レベルＬ、及び集約レベルＬに対応する検索領域におけるＥ－ＰＤ
ＣＣＨのシーケンス番号ｍに従ってアンテナ・ポートを決定するとき、集約レベルＬに対
応する検索領域におけるｍ番目のＥ－ＰＤＣＣＨ上のすべてのＥ－ＣＣＥは、対応するア
ンテナ・ポートを使用することによって受信され得る。
【００８３】
　好ましくは、ユーザ装置が、前述の２つの好ましい解決策に従ってアンテナ・ポートを
決定するだけでなく、ユーザ装置固有の識別情報及び／又はリソース・ブロック・ペアの
シーケンス番号に従ってアンテナ・ポートを決定をもするとき、対応するアンテナ・ポー
トは、同じ集約レベル又は異なる集約レベルで同じＥ－ＰＤＣＣＨ又は異なるＥ－ＰＤＣ
ＣＨ上でＥ－ＣＣＥを受信するために、前述の解決策の異なる構成パラメータに従って選
択され得る。対応する詳細な方法については上述されているため、本明細書ではそれ以上
繰り返さない。
【００８４】
　本発明のこの実施形態で提供される制御チャネル・リソース送信方法では、ユーザ装置
は、事前に設定されたプロトコル又は基地局によって送信される上位レイヤ・シグナリン
グに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得し、構成パラメータに従
ってアンテナ・ポートを決定し、該アンテナ・ポートを使用することによって、基地局に
よって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信し、基地局は、アンテナ・ポ
ートを決定するために同じ方法を使用し、該アンテナ・ポートを使用することによって、
ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信する。このようにして、アンテナ
・ポートを取得するためにユーザ装置に通知するために、基地局がＰＤＣＣＨを使用する
必要がある従来技術とは異なり、本発明のこの実施形態では、各ユーザ装置は、対応する
パラメータを使用することによって、アンテナ・ポートを決定し、決定されたアンテナ・
ポートを使用することによって、制御チャネル又は制御チャネル要素を送受信することが
可能になる。これによって、ユーザ装置が、基地局によって送信された制御チャネル又は
制御チャネル要素を正しく復調及び受信できることが保証される。
【００８５】
　本発明のさらに他の実施形態では、制御チャネル・リソース送信方法を提供する。図３
に示すように、この方法は以下のステップを含む。
【００８６】
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　Ｓ３０１。基地局は、事前に設定されたプロトコル及び／又はユーザ装置に送信された
上位レイヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得
する。
【００８７】
　上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するために使用される。
【００８８】
　事前に設定されたプロトコルは、基地局及びユーザ装置の両方に知られており、基地局
は、ユーザ装置のものと同じ方法で構成パラメータを取得することができることに注意さ
れたい。構成パラメータは、ユーザ装置によって取得されるものと同じであり、前述の実
施形態に記述されているため、本明細書ではそれ以上繰り返さない。
【００８９】
　Ｓ３０２。基地局は、取得された構成パラメータに従ってアンテナ・ポートを決定する
。
【００９０】
　アンテナ・ポートを決定するために、基地局が構成パラメータを取得し、対応する方法
を使用した後、ユーザ装置は、アンテナ・ポートを決定するために、同じポリシー、同じ
構成パラメータ、及び同じ方法を使用することに注意されたい。したがって、基地局によ
って構成パラメータを決定するための方法は、ユーザ装置によってアンテナ・ポートを決
定するための方法と同じである。ユーザ装置によってアンテナ・ポートを決定するための
方法は、決定を実行するために適用することができる。すなわち、前述の実施形態におけ
る関連する記述は、この実施形態に適用可能であり、本明細書ではそれ以上繰り返さない
。
【００９１】
　Ｓ３０３。基地局は、該アンテナ・ポートを使用することによって、ユーザ装置に制御
チャネル又は制御チャネル要素を送信する。
【００９２】
　典型的に、基地局は、アンテナ・ポートを使用することによって、ユーザ装置にＥ－Ｐ
ＤＣＣＨ又はＥ－ＣＣＥを送信し得る。
【００９３】
　さらに、Ｅ－ＣＣＥがアンテナ・ポートを使用する状態に従って、基地局は、Ｅ－ＣＣ
Ｅを送信するためのポートを決定する。たとえば、候補制御チャネルの組におけるすべて
のＥ－ＣＣＥが同じアンテナ・ポートを使用する場合、候補制御チャネルの組におけるす
べてのＥ－ＣＣＥは、決定されたアンテナ・ポートを使用することによって送信される。
【００９４】
　本発明のこの実施形態で提供される制御チャネル・リソース送信方法では、ユーザ装置
は、事前に設定されたプロトコル又は基地局によって送信される上位レイヤ・シグナリン
グに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得し、該構成パラメータに
従ってアンテナ・ポートを決定し、該アンテナ・ポートを使用することによって、基地局
によって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信する。基地局は、該アンテ
ナ・ポートを決定するために同じ方法を使用し、該アンテナ・ポートを使用することによ
って、ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信する。このようにして、ア
ンテナ・ポートを取得するためにユーザ装置に通知するために、基地局がＰＤＣＣＨを使
用する必要がある従来技術とは異なり、本発明のこの実施形態では、各ユーザ装置は、対
応するパラメータを使用することによって、アンテナ・ポートを決定し、決定されたアン
テナ・ポートを使用することによって、制御チャネル又は制御チャネル要素を送受信する
ことが可能になる。これによって、ユーザ装置が、基地局によって送信された制御チャネ
ル又は制御チャネル要素を正しく復調及び受信できることが保証される。
【００９５】
　本発明のさらに他の実施形態では、制御チャネル・リソース送信方法を提供する。以下
を例として使用する。制御チャネルは、Ｅ－ＰＤＣＣＨであり、制御チャネル要素はＥ－
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ＣＣＥである。図４に示すように、方法は以下のステップを含む。
【００９６】
　Ｓ４０１。基地局は、ユーザ装置に上位レイヤ・シグナリングを送信する。
【００９７】
　上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するために使用される。
【００９８】
　Ｓ４０２。基地局は、事前に設定されたプロトコル又はユーザ装置に送信された上位レ
イヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得する。
【００９９】
　典型的に、基地局によって取得された構成パラメータは、候補制御チャネルの組におけ
る事前に設定された集約レベルに対応する検索領域におけるＮ番目のＥ－ＣＣＥであり得
る。たとえば、集約レベルＬ＝１は、検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥ又は３番目の
Ｅ－ＣＣＥの位置に対応する。
【０１００】
　基地局によって取得された構成パラメータは、また、候補制御チャネルの組における集
約レベルに対応する検索領域におけるＮ番目の制御チャネル要素の位置であり得、ここで
Ｎは、検索領域における制御チャネル要素の総数以下であるか、又は候補制御チャネルの
組における集約レベルに対応する検索領域における制御チャネルのＮ番目の制御チャネル
要素の位置であり得、ここでＮは、制御チャネルの制御チャネル要素の総数以下である。
【０１０１】
　さらに、基地局によって取得された構成パラメータは、候補制御チャネルの組における
事前に選択された集約レベル、若しくはｍなどの事前に選択された集約レベルに対応する
検索領域における事前に選択されたＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号、又はｎ＿ＲＢなど
の候補制御チャネルの組に対応する物理チャネル・リソースの位置であり得る。
【０１０２】
　さらに、基地局によって取得された構成パラメータは、また、前述の構成パラメータの
１以上であり得る。たとえば、構成パラメータは、候補制御チャネルの組における検索領
域又は検索領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨ上の１番目のＥ－ＣＣＥ、候補制御チャネルの組
における事前に選択された集約レベルＬ、事前に選択された集約レベルＬに対応する検索
領域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍ、及び候補制御チャネルの組における１
番目のＲＢなどである。
【０１０３】
　Ｓ４０３。基地局は、ユーザ装置に従ってセル固有の識別情報及び／又はユーザ装置固
有の識別情報を取得し、及び／又は相互に知られているルールに従ってＲＢペアのシーケ
ンス番号を取得し、シーケンス番号は、ユーザ装置によって事前に設定される。
【０１０４】
　典型的に、基地局は、ＲＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　
Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：無線ネットワーク一時識別情報）などのユーザ装置固有の識別情報Ｙ
、およびセルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：識別情報）などの、ユーザにサービスを提供する
セルのセル固有の識別情報を取得し得る。ユーザ装置に固有で、基地局によって取得され
、ユーザ装置に送信される特定の識別情報Ｙは、ユーザ装置によって受信されるユーザ装
置固有の識別情報Ｙと同じであり、本明細書ではそれ以上繰り返さないことに注意された
い。
【０１０５】
　さらに、ＲＢペアの事前に設定されたシーケンス番号は、基地局によって知られており
、基地局から取り出される必要があるだけである。
【０１０６】
　ステップＳ４０２とステップＳ４０３との間に順序関係はなく、２つのステップは、逆
順又は同時に実行され得ることに注意されたい。
【０１０７】
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　Ｓ４０４。基地局は、構成パラメータ、セル固有の識別情報、及び／又はユーザ装置固
有の識別情報、及び／又はＲＢペアのシーケンス番号に従ってアンテナ・ポートを決定す
る。
【０１０８】
　典型的に、各ユーザ装置について、基地局は、ユーザ装置に対して１以上のリソースの
組を構成する。リソースの組は、局所的な（ｌｏｃａｌｉｚｅｄ）リソースの組及び分散
された（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ）リソースの組に分類される。１つのユーザ装置の１つ
の集約レベルに対応するＥ－ＰＤＣＣＨについて、Ｅ－ＰＤＣＣＨは、局所的なリソース
の組の異なる構成におけるＰＲＢペアにおける同じ開始位置を有するが、異なる参照信号
アンテナ・ポートを使用する。これにより、１つのＰＲＢペア又は同じリソースにおける
異なるユーザの参照信号アンテナ・ポート間の衝突を減らすことができる。具体的には、
局所的なリソースの組の１つにおいて、ユーザ装置に対応する参照信号アンテナ・ポート
は、Ｉｎｄｅｘｓｅｔの関数であり得る。加えて、関数のパラメータは、ＩｎｄｅｘＥＣ

ＣＥ、Ｘ、Ｌ、及びｃｅｌｌ＿ｉｄの少なくとも１つを含み得る。以下に例を挙げる。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）、又は
　（外３）

、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（Ｌ）
）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏ
ｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×
Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ（２
×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（
Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７
【０１０９】
　典型的に、１つのユーザ装置の１つの集約レベルに対応し、ＰＲＢペアにおいて同じ開
始位置を有する局所的なＥ－ＰＤＣＣＨについて、異なるＸ値は、異なる参照信号アンテ
ナ・ポートに対応する。以下に例を挙げる。
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（Ｘ）、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝ｆ（Ｘ１，Ｘ２，．．．，ＸＨ）、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋
１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　
Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏ
ｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ
　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
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　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍ
ｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ
２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌ
ｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２
（Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋ｃｅｉｌ（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ　Ｎ
）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、又は
　ＰｏｒｔＤＭＲＳ＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｃｅｉｌ
（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７
【０１１０】
　典型的に、ＰＲＢペアにおける利用可能な参照信号アンテナ・ポートの数がＲであると
き、Ｅ－ＰＤＣＣＨの局所的なリソースの組において、その集約レベルがＺ以上であるユ
ーザ装置のＥ－ＰＤＣＣＨは、参照信号アンテナ・ポートに対応し、異なるユーザのＥ－
ＰＤＣＣＨは、異なる参照信号アンテナ・ポートに対応し得、異なる参照信号アンテナ・
ポートの数はＲより小さい。
【０１１１】
　さらに、Ｅ－ＰＤＣＣＨの局所的なリソースの組において、その集約レベルがＴ以上で
あるユーザ装置のＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートは、参照信号アン
テナ・ポートの組１又は参照信号アンテナ・ポートの組２に属し、参照信号アンテナ・ポ
ートの組１又は２に含まれる参照信号アンテナ・ポートの数はＲより小さい。
【０１１２】
　さらに、ユーザ装置について、Ｗ及び／又はＶの値は、集約レベルにおけるＥ－ＰＤＣ
ＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートを決定する。さらに、Ｗの値は、集約レベルに
おけるＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートが参照信号アンテナ・ポート
の組１又は２に属するかどうかを決定する。さらに、ユーザ装置について、Ｖの値は、参
照信号アンテナ・ポートの組から選択された参照信号アンテナ・ポートが集約レベルにお
けるＥ－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートであることを決定し、Ｗ及びＶ
は、ユーザ装置の基地局によって構成された識別情報を表し、Ｉｎｄｅｘｓｅｔ又はＸで
あり得る。
【０１１３】
　具体的には、もし、ＰＲＢペアに含まれるＥ－ＣＣＥの数が４であるならば、Ｚの値は
４であり、Ｒの値は４である。ユーザ装置について、４より大きい集約レベルにおけるＥ
－ＰＤＣＣＨに対応する参照信号アンテナ・ポートは、参照信号アンテナ・ポートの組１
又は２に属し、集約レベルはユーザ装置に対応する。対応する参照信号アンテナ・ポート
は、Ｗ及び／又はＶに従って決定される。
【０１１４】
　オプション的に、参照信号アンテナ・ポートの組１は、｛参照信号アンテナ・ポート１
０７、参照信号アンテナ・ポート１０９｝を含み、かつ参照信号アンテナ・ポートの組２
は、｛参照信号アンテナ・ポート１０８、参照信号アンテナ・ポート１１０｝を含み、又
は参照信号アンテナ・ポートの組１は、｛参照信号アンテナ・ポート１０７、参照信号ア
ンテナ・ポート１１０｝を含み、かつ参照信号アンテナ・ポートの組２は、｛参照信号ア
ンテナ・ポート１０８、参照信号アンテナ・ポート１０９｝を含み、又は参照信号アンテ
ナ・ポートの組１は、｛参照信号アンテナ・ポート１０７、参照信号アンテナ・ポート１
０８｝を含み、かつ参照信号アンテナ・ポートの組２は、｛参照信号アンテナ・ポート１
０９、参照信号アンテナ・ポート１１０｝を含む。
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【０１１５】
　通常のサイクリック・プレフィックス・サブフレームについて、Ｓ＝４である。拡張さ
れたサイクリック・プレフィックス・サブフレームについて、Ｓ＝２である。Ｎは、ＰＲ
ＢペアにおけるＥ－ＰＤＣＣＨのＥＣＣＥの数であり、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥは、ＰＲＢペ
アにおけるＥ－ＰＤＣＣＨの開始Ｅ－ＣＣＥのシーケンス番号又はシーケンス番号情報で
ある。Ｉｎｄｅｘｓｅｔは、リソースの組のシーケンス番号又はシーケンス番号情報又は
リソースの組の特定のパラメータである。ｃｅｌｌ＿ｉｄは、セル固有の識別情報又は仮
想のセル固有の識別情報である。Ｌは、集約レベルである。Ｔは、ＰＲＢペアに含まれる
ＥＣＣＥの数である。
【０１１６】
　Ｘは、ユーザ装置に固有のパラメータを表し、ＲＮＴＩ（無線ネットワーク一時識別情
報）などのユーザ装置固有の識別情報、又はＤＭＲＳシーケンスを生成するためにユーザ
装置によって使用される参照識別情報、又はＤＭＲＳシーケンスを生成するためにユーザ
装置によって使用されるスクランブル・コードＩＤ、又は制御チャネルの検索領域に対応
するＣＣＥの位置を生成するための初期設定パラメータＹｋであり得、Ｙｋ＝（Ａ・Ｙｋ

－１）ｍｏｄ　Ｄであり、その意味は、３ＧＰＰ　３６．２１３　Ｖ１０．６．０（物理
チャネル及び変調、リリース１０）の第９．１．１章「ＰＤＣＣＨ割り当て手順（ＰＤＣ
ＣＨ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）」に詳述されており、Ｙｋの具体的
な式の形は、３ＧＰＰ　３６．２１３の新しいバージョンにおける定義の更新に従って更
新され得る。Ｘ１、Ｘ２、及びＸＨは、上に列挙されたＸの識別情報の特定の例であり、
Ｈは２以上である。
【０１１７】
　典型的に、表１から表４は、参照信号アンテナ・ポートを選択するための具体的な方法
を記載している。サポートされる異なる集約レベルに応じて、参照信号アンテナ・ポート
の選択は、表における特定の行にあり得る。表１に示すように、第１ユーザ装置の第１集
約レベル１について、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＝ｅのとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対して選択され
る参照信号アンテナ・ポートは１０７であり、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＝ｆのとき、Ｅ－ＰＤ
ＣＣＨに対して選択される参照信号アンテナ・ポートは１０８であり、ＩｎｄｅｘＥＣＣ

Ｅ＝ｇのとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対して選択される参照信号アンテナ・ポートは１０９で
あり、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＝ｋのとき、Ｅ－ＰＤＣＣＨに対して選択される参照信号アン
テナ・ポートは１１０である、というように続く。ここで、ｅ、ｆ、ｇ、及びｋは、たと
えば、０、１、２、３、及び４の任意の１つの値など、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥの特定の値で
ある。
【０１１８】
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【表５】

【０１１９】
【表６】

【０１２０】
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【表８】

【０１２２】
　Ｓ４０５。基地局は、アンテナ・ポートを使用することによって、ユーザ装置にＥ－Ｐ
ＤＣＣＨ又はＥ－ＣＣＥを送信する。
【０１２３】
　典型的に、異なる構成パラメータに従って異なる送信方法を選択され得る。たとえば、
候補制御チャネルの組におけるすべてのＥ－ＣＣＥは、該アンテナ・ポートを使用するこ
とによってユーザ装置に送信される。代替的に、基地局は、該アンテナ・ポートを使用す
ることによって、候補制御チャネルの組における事前に選択された集約レベルにおいてす
べてのＥ－ＣＣＥをユーザ装置に送信するか、又はアンテナ・ポートを使用することによ
って、候補制御チャネルの組における事前に選択された集約レベルにおけるｍ番目のＥ－
ＰＤＣＣＨにおけるすべてのＥ－ＣＣＥをユーザ装置に送信する。
【０１２４】
　基地局及びユーザ装置は、アンテナ・ポートを決定するために同じ方法を使用すること
は指摘する価値がある。ユーザ装置は、基地局によって実行されるマッピング及び送信す
る方法と同じ方法で復調及び受信を実行する。したがって、送信のために基地局によって
使用されるアンテナ・ポートは、復調及び受信のためにユーザ装置によって使用されるア
ンテナ・ポートと一致し、本明細書ではそれ以上繰り返さない。
【０１２５】
　Ｓ４０６。基地局は、セル固有の識別情報及び／又はユーザ装置固有の識別情報をユー
ザ装置に送信し、及び／又は相互に知られているルールに従ってＲＢペアのシーケンス番
号を取得し、シーケンス番号は、ユーザ装置によって事前に設定される。
【０１２６】
　Ｓ４０６はＳ４０３の後に実行され、Ｓ４０６、Ｓ４０４、及びＳ４０５の間に順序関
係はないことに注意されたい。
【０１２７】
　本発明のこの実施形態で提供される制御チャネル・リソース送信方法では、ユーザ装置
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は、事前に設定されたプロトコル又は基地局によって送信される上位レイヤ・シグナリン
グに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータを取得し、構成パラメータに従
ってアンテナ・ポートを決定し、該アンテナ・ポートを使用することによって、基地局に
よって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を受信する。基地局は、アンテナ・
ポートを決定するために同じ方法を使用し、該アンテナ・ポートを使用することによって
、ユーザ装置に制御チャネル又は制御チャネル要素を送信する。このようにして、アンテ
ナ・ポートを取得するためにユーザ装置に通知するために、基地局がＰＤＣＣＨを使用す
る必要がある従来技術とは異なり、本発明のこの実施形態では、各ユーザ装置は、対応す
るパラメータを使用することによって、アンテナ・ポートを決定し、決定されたアンテナ
・ポートを使用することによって、制御チャネル又は制御チャネル要素を送受信すること
が可能になる。これによって、ユーザ装置が、基地局によって送信された制御チャネル又
は制御チャネル要素を正しく復調及び受信できることが保証される。
【０１２８】
　図５に示すように、本発明の一実施形態で提供されるユーザ装置５０は、以下を含む。
【０１２９】
　第１取得ユニット５０１は、事前に設定されたプロトコル及び／又は基地局によって送
信された上位レイヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメー
タを取得するように構成される。
【０１３０】
　上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するために使用される。
【０１３１】
　事前に設定されたプロトコルは、ＬＥＴプロトコルなどの既存のよく知られているプロ
トコル、又は基地局及びユーザ装置の構成条件に従って新しく設定されるプロトコルであ
り得ることに注意されたい。事前に設定されたプロトコルは、基地局及びユーザ装置の両
方に知られており、リソース送信が実行される前に一様に決定される。加えて、取得は相
互に知られたプロトコルに従っているため、基地局によって取得される構成パラメータは
、ユーザ装置によって取得される構成パラメータと同じである。
【０１３２】
　第１決定ユニット５０２は、取得ユニット５０１によって取得された構成パラメータに
従ってアンテナ・ポートを決定するように構成される。
【０１３３】
　代替的な実施形態では、同じユーザ装置の同じ集約レベルを有し、物理リソース・ブロ
ックＰＲＢペアにおいて同じ開始位置を有する制御チャネルについて、異なる構成を有す
る局所的なリソースの組における制御チャネルは、異なる参照信号アンテナ・ポートに対
応する。
【０１３４】
　前述の代替実施形態では、さらに好ましくは、異なる構成を有する局所的なリソースの
組は、
　異なる局所的なリソースの組のシーケンス番号若しくはシーケンス番号情報、及び／又
は
　局所的なリソースの組の参照識別情報若しくは異なる局所的なリソースの組のスクラン
ブル・コード識別情報ＩＤを含み、参照識別情報は、復調パイロットＤＭＲＳシーケンス
を生成するために使用され、スクランブル・コード識別情報ＩＤは、ＤＭＲＳシーケンス
を生成するために使用される。
【０１３５】
　前述の代替実施形態では、さらに好ましくは、アンテナ・ポートは、以下の式の少なく
とも１つによって決定される。
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ（２
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×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏ
ｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×
Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（Ｌ）
）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（
Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋
１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　
Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏ
ｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ
　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍ
ｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ
２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌ
ｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋ｃｅｉｌ（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ　Ｎ
）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｃｅｉｌ
（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７
ここで、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥは、ＰＲＢペアにおける制御チャネルの開始制御チャネル要
素のシーケンス番号又はシーケンス番号情報である。Ｉｎｄｅｘｓｅｔは、リソースの組
のシーケンス番号又はシーケンス番号情報又はリソースの組の特定のパラメータである。
Ｓ＝２又は４である。Ｎは、ＰＲＢペアにおける制御チャネルによって占められる制御チ
ャネル要素の数である。Ｔは、ＰＲＢペアに含まれる制御チャネル要素の数である。Ｌは
、集約レベルである。Ｙｋは、制御チャネルの検索領域に対応する制御チャネル要素の位
置を生成するための初期設定パラメータである。Ｘ、Ｘ１、及びＸ２は、
　ＤＭＲＳシーケンスを生成するための参照識別情報、
　ＤＭＲＳシーケンスを生成するためのスクランブル・コードＩＤ、
　Ｙｋ、
　ユーザ装置固有のパラメータ、
　ユーザ装置固有の識別情報、及び
　無線ネットワーク一時識別情報
のいずれか１つである。
【０１３６】
　他の代替実施形態では、局所的なリソースの組において、異なるユーザのであり、その
集約レベルがＺ以上である制御チャネル、の少なくとも２つは、異なる参照信号アンテナ
・ポートに対応し、少なくとも２つの制御チャネルに対応する参照信号アンテナ・ポート
の数はＲより小さく、ここでＲは、ＰＲＢペアに含まれる参照信号アンテナ・ポートの数
であり、Ｚは、しきい値集約レベルである。
【０１３７】
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　前述の他の代替実施形態では、さらに好ましくは、
　ＰＲＢペアに含まれる制御チャネル要素の数は４であり、Ｚの値は４であり、及びＲの
値は４であり、並びに／又は
　ＰＲＢペアに含まれる制御チャネル要素の数は２であり、Ｚの値は２であり、及びＲの
値は４である。
【０１３８】
　好ましくは、前述の実施形態では、制御チャネルは、拡張された物理ダウンリンク制御
チャネルＥ－ＰＤＣＣＨであり、制御チャネル要素は、拡張された制御チャネル要素Ｅ－
ＣＣＥである。
【０１３９】
　受信ユニット５０３は、決定ユニット５０２によって決定されたアンテナ・ポートを使
用することによって、基地局６０によって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素
を受信するように構成される。
【０１４０】
　典型的に、受信ユニット５０３は、決定ユニット５０２によって決定されたアンテナ・
ポートを使用することによって、基地局６０によって送信されたＥ－ＰＤＣＣＨ又はＥ－
ＣＣＥを受信するように構成される。
【０１４１】
　さらに、図６に示すように、ユーザ装置５０は、
　基地局６０によって送信されたセル固有の識別情報及び／又はユーザ装置固有の識別情
報を受信するように構成された受信ユニット５０４、
　及び／又は基地局に相互に知られているルールに従ってＲＢペアのシーケンス番号を取
得するように構成された第２取得ユニット５０５であって、シーケンス番号は、ユーザ装
置５０によって事前に設定される、第２取得ユニット５０５
をさらに含む。
【０１４２】
　受信ユニット５０４及び第２の取得ユニット５０５は、ユーザ装置が特定の識別情報を
受信する必要があるか、又はＲＢペアを取得する必要があるかに応じて配置され、図６の
図によって制限されることなく、それらは共存することができるか、又はそれらの１つだ
けが配置されることに注意されたい。
【０１４３】
　第２決定ユニット５０６は、第１取得ユニット５０１によって取得された構成パラメー
タ、及びセル固有の識別情報、及び／又は受信ユニット５０４によって受信されたユーザ
装置固有の識別情報、及び／又は第２取得ユニット５０５によって取得されたＲＢペアの
シーケンス番号に従ってアンテナ・ポートを決定するように構成される。
【０１４４】
　ユーザ装置が、受信ユニット５０４及び／又は第２取得ユニット５０５が働くことを必
要とするとき、ユーザ装置は、アンテナ・ポートを決定するために第２決定ユニット５０
６を使用することに注意されたい。
【０１４５】
　ユーザ装置５０は、前述の実施形態で提供される方法に従って働くことができ、働く方
法は、実施形態で提供される方法と同じであり、本明細書ではそれ以上繰り返さない。
【０１４６】
　本発明のこの実施形態で提供されるユーザ装置に従って、ユーザ装置は、事前に設定さ
れたプロトコル又は基地局によって送信される上位レイヤ・シグナリングに従って候補制
御チャネルの組における構成パラメータを取得し、構成パラメータに従ってアンテナ・ポ
ートを決定し、アンテナ・ポートを使用することによって、基地局によって送信された制
御チャネル又は制御チャネル要素を受信し、基地局は、アンテナ・ポートを決定するため
に同じ方法を使用し、アンテナ・ポートを使用することによって、ユーザ装置に制御チャ
ネル又は制御チャネル要素を送信する。このようにして、アンテナ・ポートを取得するた
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めにユーザ装置に通知するために、基地局がＰＤＣＣＨを使用する必要がある従来技術と
は異なり、本発明のこの実施形態では、各ユーザ装置は、対応するパラメータを使用する
ことによって、アンテナ・ポートを決定し、決定されたアンテナ・ポートを使用すること
によって、制御チャネル又は制御チャネル要素を送信及び受信することが可能になる。こ
れによって、ユーザ装置が、基地局によって送信された制御チャネル又は制御チャネル要
素を正しく復調及び受信できることが保証される。
【０１４７】
　図７に示すように、本発明の一実施形態で提供される基地局６０は、以下を含む。
【０１４８】
　第１取得ユニット６０１が、事前に設定されたプロトコル及び／又はユーザ装置に送信
された上位レイヤ・シグナリングに従って候補制御チャネルの組における構成パラメータ
を取得するように構成され、上位レイヤ・シグナリングは、構成パラメータを通知するた
めに使用される。
【０１４９】
　第１決定ユニット６０２は、第１取得ユニット６０１によって取得された構成パラメー
タに従ってアンテナ・ポートを決定するように構成される。
【０１５０】
　代替的な実施形態では、同じユーザ装置の同じ集約レベルを有し、物理リソース・ブロ
ックＰＲＢペアにおいて同じ開始位置を有する制御チャネルについて、異なる構成を有す
る局所的なリソースの組における制御チャネルは、異なる参照信号アンテナ・ポートに対
応する。
【０１５１】
　前述の代替実施形態では、さらに好ましくは、異なる構成を有する局所的なリソースの
組は、
　異なる局所的なリソースの組のシーケンス番号又はシーケンス番号情報、及び／又は
　局所的なリソースの組の参照識別情報若しくは異なる局所的なリソースの組のスクラン
ブル・コード識別情報ＩＤを含み、参照識別情報は、復調パイロットＤＭＲＳシーケンス
識別情報を生成するために使用され、スクランブル・コード識別情報ＩＤは、ＤＭＲＳシ
ーケンスを生成するために使用される。
【０１５２】
　前述の代替実施形態では、さらに好ましくは、アンテナ・ポートは、以下の式の少なく
とも１つによって決定される。
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ　Ｎ）ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ（２
×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏ
ｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×
Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（Ｌ）
）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ２（
Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋
１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２）ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍ
ｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ　
Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
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　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋ｌｏｇ２（Ｌ））ｍｏ
ｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍｏｄ
　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ）ｍ
ｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌｏｇ
２（Ｌ））ｍｏｄ　Ｎ）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｘ１＋Ｘ２＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｌ
ｏｇ２（Ｌ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、
　アンテナ・ポート＝（ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋ｃｅｉｌ（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ　Ｎ
）ｍｏｄ　Ｓ＋１０７、及び
　アンテナ・ポート＝（２×ＩｎｄｅｘＥＣＣＥ＋（Ｙｋ＋Ｉｎｄｅｘｓｅｔ＋ｃｅｉｌ
（Ｌ／Ｔ））ｍｏｄ（２×Ｎ））ｍｏｄ　Ｓ＋１０７
ここで、ＩｎｄｅｘＥＣＣＥは、ＰＲＢペアにおける制御チャネルの開始制御チャネル要
素のシーケンス番号又はシーケンス番号情報である。Ｉｎｄｅｘｓｅｔは、リソースの組
のシーケンス番号又はシーケンス番号情報又はリソースの組の特定のパラメータである。
Ｓ＝２又は４である。Ｎは、ＰＲＢペアにおける制御チャネルによって占められる制御チ
ャネル要素の数である。Ｔは、ＰＲＢペアに含まれる制御チャネル要素の数である。Ｌは
、集約レベルである。Ｙｋは、制御チャネルの検索領域に対応する制御チャネル要素の位
置を生成するための初期設定パラメータである。Ｘ、Ｘ１、及びＸ２は、
　ＤＭＲＳシーケンスを生成するための参照識別情報、
　ＤＭＲＳシーケンスを生成するためのスクランブル・コードＩＤ、
　Ｙｋ、
　ユーザ装置固有のパラメータ、
　ユーザ装置固有の識別情報、及び
　無線ネットワーク一時識別情報
のいずれか１つである。
【０１５３】
　他の代替実施形態では、局所的なリソースの組において、異なるユーザのであり、その
集約レベルがＺ以上である制御チャネル、の少なくとも２つは、異なる参照信号アンテナ
・ポートに対応し、少なくとも２つの制御チャネルに対応する参照信号アンテナ・ポート
の数はＲより小さく、ここでＲは、ＰＲＢペアに含まれる参照信号アンテナ・ポートの数
であり、Ｚは、しきい値集約レベルである。
【０１５４】
　前述の他の代替実施形態では、さらに好ましくは、
　ＰＲＢペアに含まれる制御チャネル要素の数は４であり、Ｚの値は４であり、及びＲの
値は４であり、並びに／又は
　ＰＲＢペアに含まれる制御チャネル要素の数は２であり、Ｚの値は２であり、及びＲの
値は４である。
【０１５５】
　前述の実施形態では、制御チャネルは、拡張された物理ダウンリンク制御チャネルＥ－
ＰＤＣＣＨであり、制御チャネル要素は、拡張された制御チャネル要素Ｅ－ＣＣＥである
。
【０１５６】
　典型的に、第１決定ユニット６０２は、検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥ又は候補
制御チャネルの組におけるＥ－ＰＤＣＣＨ、の位置に従って参照信号アンテナ・ポートを
決定するか、又は集約レベルＬ及び／若しくは集約レベルＬに対応する検索領域における
Ｅ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍに従って参照信号アンテナ・ポートを決定するか、又
は検索領域における１番目のＥ－ＣＣＥ又は候補制御チャネルの組におけるＥ－ＰＤＣＣ
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Ｈ、の位置に従って、並びに集約レベルＬ及び／若しくは集約レベルＬに対応する検索領
域におけるＥ－ＰＤＣＣＨのシーケンス番号ｍに従って参照信号アンテナ・ポートを決定
するように構成される。
【０１５７】
　第１送信ユニット６０３は、第１決定ユニット６０２によって決定されたアンテナ・ポ
ートを使用することによって、ユーザ装置５０に制御チャネル又は制御チャネル要素を送
信するように構成される。
【０１５８】
　典型的に、第１送信ユニット６０３は、第１決定ユニット６０２によって決定されたア
ンテナ・ポートを使用することによって、ユーザ装置５０にＥ－ＰＤＣＣＨ又はＥ－ＣＣ
Ｅを送信するように構成される。
【０１５９】
　さらに、図８に示すように、基地局６０は、
　ユーザ装置５０に従ってセル固有の識別情報及び／若しくはユーザ装置固有の識別情報
を取得するように構成された第２取得ユニット６０４、
並びに／又は
　ユーザ装置に相互に知られているルールに従ってＲＢペアのシーケンス番号を取得する
ように構成された第３取得ユニット６０５であり、シーケンス番号は、ユーザ装置５０に
よって事前に設定される、第３取得ユニット６０５
をさらに含む。
【０１６０】
　第２取得ユニット６０４及び第３取得ユニット６０５は、基地局６０が特定の識別情報
を受信する必要があるか、ＲＢペアを取得する必要があるかに応じて配置され、図８の図
によって制限されることなく、それらは共存することができるか、又はそれらの１つだけ
が配置されることに注意されたい。
【０１６１】
　基地局６０は、
　第１取得ユニット６０１によって取得された構成パラメータ、及びセル固有の識別情報
、及び／又は第２の取得ユニット６０４によって取得されたユーザ装置固有の識別情報、
及び／又は第３取得ユニット６０５によって取得されたリソース・ブロック・ペアのシー
ケンス番号に従ってアンテナ・ポートを決定するように構成された第２決定ユニット６０
６
をさらに含む。
【０１６２】
　第２取得ユニット６０４及び／又は第３取得ユニット６０５が存在し働くとき、基地局
は、アンテナ・ポートを決定するために第２決定ユニット６０６を使用する。
【０１６３】
　基地局６０が、ユーザ装置５０の特定の識別情報を使用することによって、アンテナ・
ポートを決定する必要があるとき、ユーザ装置は、特定の識別情報を独立して取得するこ
とができないため、図９に示すように、基地局６０は、
　第２取得ユニット６０４によって取得されたセル固有の識別情報及び／又はユーザ装置
固有の識別情報をユーザ装置５０に送信するように構成された第２送信ユニット６０７
をさらに含む。
【０１６４】
　基地局６０は、前述の実施形態で提供される方法に従って働き得、働く方法は、実施形
態で提供される方法と同じであり、本明細書ではそれ以上繰り返さない。
【０１６５】
　本発明のこの実施形態で提供される基地局に従って、基地局は、事前に設定されたプロ
トコルに従って、又はユーザに上位レイヤ・シグナリングを送信することによって、候補
制御チャネルの組における構成パラメータを取得し、構成パラメータに従ってアンテナ・
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又は制御チャネル要素を送信する。このようにして、アンテナ・ポートを取得するために
ユーザ装置に通知するために、基地局がＰＤＣＣＨを使用する必要がある従来技術とは異
なり、本発明のこの実施形態では、各ユーザ装置は、対応するパラメータを使用すること
によって、アンテナ・ポートを決定し、決定されたアンテナ・ポートを使用することによ
って、制御チャネル又は制御チャネル要素を送受信することが可能になる。これによって
、ユーザ装置が基地局によって送信された制御チャネル又は制御チャネル要素を正しく復
調及び受信できることが保証される。
【０１６６】
　当業者は、方法の実施形態のステップのすべて又は一部分は、関連するハードウェアに
指示するプログラムによって実装し得ることを理解し得る。プログラムは、コンピュータ
可読記憶媒体に格納し得る。プログラムが実行されるときに、方法の実施形態のステップ
が実行される。前述の記憶媒体は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、磁気ディスク、又は光ディスクなど
の、プログラム・コードを格納することができる任意の媒体を含む。
【０１６７】
　上記の記述は、単に本発明の特定の実施形態であり、本発明の保護範囲を制限すること
を意図するものではない。本発明で開示された技術的な範囲内において、当業者によって
容易に理解される変形形態又は置き換えは、本発明の保護範囲内にある。したがって、本
発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従う。
【０１６８】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１２年３月１６日に中国特許庁に出願された、「制御チャネル・リソー
ス送信方法、ユーザ装置、および基地局」と題する中国特許出願第２０１２１００７１０
８５．３号の優先権を主張するものであり、その全体が参照により本明細書に組み込まれ
る。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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